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は じ め に
筆者は先に , 18 51年 に 設立され た
r政府立鉱 山
, 応用科学学校J くthe Go ver n m e nt Scho ol of
M in e s a nd of Scien c eap plied to the Artsl が
r鉱業お よ び他 の 諸技芸 - の 応 用 の た め の 首 都科
学学校 J く也 e Metr opolita n Scho ol of Scie n c e
ap plied to M ining a nd the Artslく1853科 , 政府
立鉱山 . 応用科学学校 く185 7科 , rロ イヤ ル 鉱 山
学軌 くtbe Royal Schoolof Min esl く18 63年,,
r科 学師範学校 . ロ イヤ ル 鉱 山学校J くthe No r-
m al Scho ol of Scie n ce a nd Royal Scho ol of
M in e sl く18 81年l, rロ ン ド ン . ロ イ ヤ ル 科 学 カ
レ ッ ジJ くthe Royal College of Scie n ce, Lo n-
do nl く1890科 と頻繁に校名 の 変更を繰り返し,
1907年 に r ロ ン ドン 市 同業組合協会中央技術 カ レ
ッ ジJ ethe Centr al Te chnic al College of the
city and Guilds of Lo ndo nIn stitutel く18 84年設
立l と合併し て rイ ン ペ リ ア ル 科 学技術 カ レ ッ
ジJ くthe lmpe rial College of Sciec e a nd Tech-
1l
n ologyう に なるま で の 経過を検討し た o
同校 は , 185 1年, ロ ン ドン の ジ ャ
ー ミ ン 街に 鉱
業そ の他 の 職業実務 に入 る準備 の ため の 専 門教育
を与え る専門学校として創設され た が , 同校設立
と同じ年 に ロ ン ドン で 開催きれ た第 1回万国博覧
会を契機に科学技芸教育 の振興を求め る世論 が高
まり, 鉱 業 だ けで なく, 将来的にあら ゆ る産業科
学 が教えられ る中央稔合科学学校 へ と 発展す るも
の と位置 づけ直され, そ れに 応じて1853年, 学校
名も r鉱業 お よ び他の諸捜芸 - の 応用 の た め の 首
都科学学校J と 変更された o 同年, 1845年 に ドイ
ツ の 化学者り - ピ ッ ヒ くJ. v on Liebigl の 弟子 ホ
フ マ ン くA. W . Hofm a n nl を招い て ロ ン ドン の オ
ッ ク ス フ ォ ー ド街に 設立 さ れ て い た 私立 の ロ イ ヤ
ル化 学 カ レ ッ ジ 托he Royal College of Che mis
-
tryl を同校 の 化学部門として合併す る と と もに ,
新しく応用力学 の 講座が新設 され る な ど, ス タ ッ
フ , 設備 の 若 干 の 充実が 図 られ た が , 総合 科学学
校 へ の 発展は進まず, 逆 に 創設時 の 弧山寺門学校
として の 性格 を守 ろう と した ス タ ッ フ らよ っ て ,
18 57年 に は 創設時 の 校名 に , さ ら に1863年 に は ,
国立 鉱山学校 であ る こ と を 明 確 に す る た め に ,
rロ イ ヤ ル 鉱 山学校J と 改称 され, 鉱 山専門学校
として の 性 格を確 立 した o
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しか し, 早くも1860年代末 に は , 手狭 に な っ た
ロ イヤ ル鉱山学校 の移転 と総合科学学校 へ の 再 編
の 動き が学校 内外で顕在化す る o 劣 悪 な研究 . 敬
育施設 の改善 . 拡 充 を求 め る博物学, 物理学, 化
学な ど の ス タ ッ フ の 動 きと, 科学教育 の 量的発展
に ともな い 顕在化し た科学教員養成 の 間鷹を解決
する た め に, 同校に科学教月養成 の機能を組 み込
む形 で同校を再編しようとし た科学技芸局 の 動き
が連動する形で移転 . 再 編 が 具体化 した o 鉱 山専
門学校と して の 性格 を守 ろう とした古くか ら の ス
タ ッ 7 の抵抗もあり, 正 式再編ま で は時間が か か
っ た が, 187 2年 か ら の サ ウ ス ケ ン ジ ン ト ン の 新し
い 建物 - の 部分移転 の開始を経 て, 188 1年に r科
学師範学校 . ロ イヤ ル鉱山学校 J に 再編され たo
こ れに よ っ て, 同校 は , 科学教員養成 の機能を含
ん だ 稔合科学学校とし て の 性格を持 つ と と も に,
付 設 され た ロ イ ヤ ル 鉱 山学校 で は従来通り鉱山専
門教育も継続され る こ とに な っ た. 開校時 一 時減
少した入学者数もそ の 後急速 に 回復し, 188 5年 に
は 志願者が収容能力を超 え るま で に 増加 し たo
1890年 に は校名を r ロ ン ドン . ロ イ ヤ ル 科学 カ レ
ッ ジJ と改称 す るo 学 生 数 の 増加 に対応する た
め , 1898年
T
bl ら新しい 化学 . 物理学棟 の 建設が始
まり, 完成し た190 6年 の 翌1907年, rロ ン ドン 市
同業組合協会中央技術 カ レ ッ ジ J と合併し て技術
部門を拡充し, 英国の 中核的高等科学技術教育機
関 であ る rイ ン ペ リア ル 科 学技術 カ レ ッ ジJ へ と
発展す る に到 っ た の で あ っ た .
本稿 で ほ, 同校 が ど の ような社会的役割を果 た
した か に つ い て, そ の 人材養成機能 の 面 か ら検討
する. 具体 的に は, 同校出身者 の職業分析を通じ
て , 同校 が どの ような分野 に ど の ような人材を送
り出した の か を 明 らか に した い o 分析 の 素材 は,
T .G. チ ェ イ ン バ ー ズ が1 896年 にまとめ た 同窓生
21
名簿であ るo
チ ェ イ ン バ ー ズ の名簿に は , 18 45年 - 185 3年 の
ロ イ ヤ ル 化 学 カ レ ッ ジ く略称 R.C.C.I の 出身者
くstudent1 11 4名, 1853年 - 1 896年 の ロ イ ヤ ル 鉱
山学校 く略称 R.S. M .l の ア ソ - シ エ イ ト号 取得
者456名, 188 4年 - 1 896年 の ロ イ ヤ ル 科学 カ レ ッ
ジ く略称 R.C.S.1 の ア ソ ー ン エ イ ト 号取得 者221
名, 1853年 - 18 96年 の ロ イヤ ル 鉱 山学校およ び ロ
イ ヤ ル 科学 カ レ ッ ジ の 聴 講生 くstude nt1337名
く内, 年次不明 の45名 と 専攻不 明 の12名 は分析の
対象から除外し たl の 計112 8名分 が掲載さ れ てい
る o
ア ル フ ァ ベ ッ ト順 の 名簿に は, 氏名, 在 学牟
礼 専攻, ア ソ - シ ュ イト号取得者と聴講生 の別
に加 え, 学位, 学会 . 専 門職団体 - の 所鳳 職菜
等 の 個人情報 が掲載されて い る が, 情 報量 に は人
に よ っ て 大 きなば ら つ き が あり, ま っ た く情報の
ない 者 か ら詳し い 経歴を含 む者ま であ るo なお,
先の 歴 史的経過 の 検討 で は 直接 の対象としなか っ
た が , 本 稿 で は, 185 3年 に 合併され るま で の 私立
学校時代 の ロ イ ヤ ル化 学 カ レ ッ ジ 出身者の職業分
析も合わせ て 行う こ と にするo
ア ソ - シ エ イ ト号取得者 と区別して r聴講生J
と表現-し た者 は, 名簿 にstude nt と記 さ れ て い る
者を指すQ そ の 内実 は 必ずしも明確で は ない が ,
何 れ か の 専 攻 で 系統 的 に 学ん だ 聴講生 くocca.
sio n al studentsI く個 々 の 科 目を受講し た聴講生
の 数 は名簿に掲載さ れ て い る数より は る か に多
いl と研究を目的とす る研究生 のような者, そし
て お そらく, 正 規 学生 として 入学 しな がらア ソ -
シ ュ イ ト号を取得しない まま職 に つ い た 者 の 一 部
も含まれ て い ると思われ るo ア ソ ニ シ ュ イ ト号取
得者の名前 は もれ なく掲載 され て い る が , r聴講
生J は 主要 な者 の み を掲載 し て い る も の と思わ
れ, す べ て をカ バ ー し て い る も の で は な い o ア ソ
- シ ュ イ ト号取得者 の 年次 の誤記等に つ い て は,
チ ェ イ ン バ ー ズ に よ る ア ソ - シ ュ イ ト号取得者の
31
年次別名簿とM . リ ー ク ス が1 920年 に作成 し た ロ
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イ ヤ ル鉱山学校出身者名簿によ っ て 補 正 したo
以 下, 184 5年 - 185 3年 の ロ イ ヤ ル化学 カ レ ッ ジ
出身者, 185 1年 - 188 0年 の ロ イ ヤ ル 鉱 山学校
く様々 に変遷し た校名の代表 として使用l の 出身
者, 188 1年 - 189 6年 の ロ イ ヤ ル 科学 カ レ ッ ジ く科
学師範学校時代も含め た校名 とし て使 用 , 同時期
の ロ イ ヤ ル 鉱 山学校も含 む1 の 出身者の 順 に 分析
し て い き た い o
2
.
ロ イ ヤ ル化 学カ レ ッ ジ出身者 く1845
年J- 1853年l の 職業分析
ロ イヤ ル 化 学 カ レ ッ ジは , ドイ ツ の 有機化学者
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R.C.C. , R.S.M ., R.C.S. 出身者の 職 業分析 く1 845年
- 1 896iFl
I ロ イヤ ル 化 学カ レ ッ ジ の 在 学者数の 推 移 0845年
- l8 5 3判
年 次
冬学期
夏学期
1845- 46 1846
- 47 1847-48 184 - 49 1849- 50 1850- 51 1851 - 52 1852
- 53 合 計
26 46 43 47 48 37 35
53 335
37 44 54 53 47 33 37
44 349
証 数値 は各学期毎の 在 学者数 を示すc
くR4IOrt Of Royal Co m missio n o nScientljicIn stru ctio n a n
d the A dv a n ce m ent of Scien ce, Vol. 1. , 1872,
p. 3551l
2 日 イ ヤ ル化学 カ レ ッ ジの 新規入 学者数の 推移 0845年
- l 8 5 3利
年 次 1845
- 46 1846 - 47 1847- 48 l848
- 49 1849- 50 1 850
- 51 1851- 52 1852- 3 合 計
見 学期 26 25 26 24 23
21 2 6 33 204
夏学期 23 27 22 27 15
ll 16 15 156
合 計 49 52 48 51 3
8 32 42 48 360
註 合計は在学経 験 者の 実数を示すo Ubid.1
表3 J. ベ ン ト レ イ に よ る ロ イ ヤ ル 化 学カ レ ッ ジ出身者の 職業分規
金属工場 . 鉱山 講 師 技 師 工業化学技師 公 的職務 医学
. 薬学 農 菜 醸造業 その 他 合 計
人 数 10 38 3 44 17
21 2 6 10 151
く%l く6.6l く25.21 く2.Ol t29.1l く11.31 く
13.91 く1.3l く4.01 く6.6l
人 数 6 9 16 55 28
7 4 1岳 8 151
く%1 く4.Ol t6.Ol く10.61 く36.41 く18.51 く
4
.
6l く2.61 く11.9l く5.3l
0
誌 上 臥 チ ェ イ ン バ
ー ズの 名簿に 掲 載され た1845年 - 1865年の 化学専攻生151名の 分 軌 下 駄
フ ラ ン ク ラ ン ド
がデ ポン シ ヤ
ー 委員会に提 出し た1845年 - 1872年ま での 366 人の り ス トか ら上段
の 者を除 い た151名の 分 軌
くJ. Be ntley, T he C hemic al Depa rtm ent oftbe Royal Sc
hoolof M in es
- 工ts Origin s a ndDev elopm e nt
u nderA.W 一 Hofm a n n, AM BIX, Vo1. X V II. No 一 37 19707 p. 17
8.1
亀,
リ ー ピ ッ ヒ が , 18 42年 に , 1837年 に 次ぐ 2度目 の
英国訪問を行 っ た際に高ま っ た 化学 ブ ー ム く有機
化学の応用 による農業の改善等 の 実利性 が喧伝さ
れたl を背景 とし て , 広く寄付金を募り, 1845年
に設立 され た私立学校 で, 化学教授 に はリ
ー ピ ッ
ヒ の 弟子 の ホ フ マ ン が迎 えられた o しか し ブ
ー ム
が 去 っ て か ら は 経営 が思わしく なく, 1 853年 に
r鉱業 お よ び 他 の 諸技芸 - の 応用 の た め の 首 都科
学学校J に その 化学部門とし て合併され た o こ こ
で は チ ェ イ ン バ ー ズ の 名簿に掲載され た, 184 5年
か ら1853年ま で の 114名 の 同校出身者 の 職業を検
討する.
合併 後 の1 865年 に ホ フ マ ン の 後任 に な っ た フ ラ
ン ク ラ ン ド くE. Fr a nklandl が1 872年 に デ ポ ン
シ ャ - 委 員会 に 提 出し た 資料 を表 1 , 表 2 に示
すo 彼 の 証 言 く証言番号568 21 によれば, 初 期 の
在学期間は非常に 短く て 1 - 3 カ 月程度であ っ た
が , そ の 後延 び る よう にな っ た と い うo 表 1 の 延
ベ 在 学者総数 く68 4創 を表2 の 在学経験者絵敷
く360創 で割 る と1.9 となり, 平均 2学期 - 1 年
間在学した こ とに なる o チェ イ ン バ
ー ズ の 名簿に
掲載されて い る の は 在学経験者360名の 内 の1 14名
と いう こ と に なる o
ロ イヤ ル化 学 カ レ ッ ジ出身者の 職業を分析した
先行研究 とし て ベ ン ト レ イ の 研 究が あり, 表 3 に
示すD 彼 は , ホ 7 マ ン の 在 任期間 で あ る18 45年
- 1865年 の 化学専攻生 く合併後を含むl 計 151名
をチ ェ イ ン バ ー ズ の 名簿か ら拾 っ た も の と , フ ラ
ン クラ ン ドが デ ポ ン シ ャ
- 委 員 会に 提 出し た366
名の り ス ト く1 84 5年 - - 18 72年ま で の 化学専攻生 の
内職業 の 判明 した 者l か ら チ ェ イ ン バ
ー ズ の 名簿
に 掲載 され た151名を除 い た 者 と して の1 51名 ほ
ぜ合計が合わない の か は 不榔 の 2 つ の 資料を使
っ て い るo
表 4 に, チ ェ イ ン バ
ー ズ の 名簿 に掲載 き れ た
11 4名を職業別 に分賛し たも の を示すo 技術者,
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表 4 日 イ ヤJレ化学カ レ ッ ジ 出 身者の 職業分頬 く柑45年 - E 8 5 3年l
紙 数
技 術 者 経営 教 育 . 研 究 その他 不明
官 翠 独 立 雇用 計 高. 辛 翠 技 料 中 節 学 行 博 汁
人数 114 2 2 6 19 312 19 0 0 0 2 3 0 1 0 25 307
比率く% l1.9 1.9 5.6 17 .8 29.0 21,5 17.8 0.0 0.0 0.0 1.9 2.8 0.0 0.9 0.0 23.4 28.0
証 r比率J と は, 総数く11 4,AJか ら不明 り 人lを引 い た 人数く107人うに対す る パ ー セ ン トを示 す く以 下 同じ1o
経営者, 教育 . 研 究職 , そ の 他 の 4 つ に 大きく分
叛し, 技術者に つ い て は さら に r官J - 官公庁 ,
r軍J - 軍 関係, r独立J - 技 師事務所 を構えて い
る顧問技師やそ の 助手等, r雇用 J - 工場や鉱 山
な ど で技師 の 職 に 就 い て い る着 く独立 と雇用 の区
別 は必ずしも明確 で は な い が, 各地 の 鉱山等 で経
験を積 ん だ後に顧問技師 とな る の が 一 般 的l の 4
つ に , 教育 . 研 究職 に つ い て は r高 . 専 J - 高等
教育機関 一 専門教育機関 と目され る学校で教授 一
策 師等の職 に就 い て い る者, r軍J - 軍関係の教
育機 関 で 教授 . 誇 師 等 の 職 に 就 い て い る者,
r技J - 技術学校 の 科学教員, r科J - 科学技芸局
関係の 科学技芸学校 の科学教員 , r中J - グラ マ
I . ス ク ー ル 等の中等学校とウ ェ ー ル ズ 中間学校
の 科学敏男 く捜 一 科 . 中 は 中等教育 レ ベ ルl,
I
r研J - も っ ぱら研究に従事し て い る者 およ び研
究生等 と して研究を継続し て い る者, r学 J - 他
の 大学等に 在学し, 勉 学 を継 続 し て い る 者,
r行J - 教育機関の 事務局や視学官など教育行政
関係者, r博J - 博物館等に職 を得 て い る者 の 9
つ に, それ ぞれ下位分類した o 個 々 人 の 職業に つ
い て は, 技 師か ら教授 に な る等色 々 の変遷 があ る
が, 最終的 に到達し た職菓な い し主要なも の と思
われ る職業 で代表さ せ た o
表 4 に みるよう に, ロ イ ヤ ル 化学カ レ ッ ジ 出身
者の場合, 技術者, 経 営者, 教育 一 研究 職, そ の
他の 比率 が ほ ぼ 同じで , 後 に 検討す る ロ イヤ ル 鉱
山学校や ロ イ ヤ ル 科学カ レ ッ ジ 出身者 の 場合 と比
べ て 経営者とその他の比率が高 い の が特徴的であ
る o
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火薬等の化学技師, r独 立J の 6名 は , 顧 問 化学
技師 3名, 技師 2名, 冶金鉱山技師 1名であ る o
r雇用 J の 19名は化学技 師 7名, 製造業化学技師
6名, 醸造技師 2名, 染色業, 製 鉄業 , 冶 金化学
技 師, 船 舶 技師 が 各 1名 で あ る o 経 営 者 の23名
は, コ ー ル タ ー ル染 料 . ア ニ リ ン 染料等 の 染料製
造およ び染色業 と ア ル かj等の化学薬 品製造業が
各 5名, 醸造莫が 4名, ニ ス , 写 真材料, 肥料,
製薬, 製 紙, 物理学機器 の製造業が各1名, 不明
が 3名 であ る o 技 術者, 経営者を通じ て, 分野と
して は, 染料製造 . 染色業, 化学薬品製造 , その
他化学関係 の 製造業が多く, 醸 造業や冶金化学関
係がそれら に続い て い るo
教育 . 研 究職 で は , r高 . 専J の 19名 に は, オ
ッ ク ス フ ォ ー ド大 学, ケ ン ブ リ ッ ジ 大学 , 母校,
キン グズ . カ レ ッ ジ, ア イ ル ラ ン ドの 2 つ の クイ
ー ン ズ . カ レ ッ ジ, ダブ リ ン . ロ イ ヤ ル 科学 カ レ
ッ ジ, ロ イ ヤ ル . ア カ デ ミ ー . オ ブ . ア ー ツ , 医
学校 の 各化学教授をは じめ , 国外の カ ナダの ノ ヴ
ァ
. ス コ ティ ア 大学, シ ド ニ ー 大学 , 東京帝国大
6J
学 の 化 学教授 などそうそうたる 人物 を含 ん で い
る. r中J の 2名は , シ ティ . オ ブ . ロ ン ドン .
ス ク ー ル と ブ ライ ト ン . カ レ ッ ジ の 科 学教見
r行J の 1名は ロ イ ヤ ル . イ ン ス テイ チ ュ ー ン ョ
ン の 事務局 ス タ ッ フ で あ るo
そ の 他 の30名 の 内訳 は , 医師12名, 薬 剤師 8
名 , 軍人 4名, ア マ チ ュ ア 研 究者 3名, 科学誌編
集2名, 商人 1名で あ るo
学 位取得者で は, 理 学関係 が 8名く7.0%l で,
内訳 は , P h.D . が 4名 く1名 は ギ - セ ン 大 学l,
D .Sc. が 3名 く内, ケ ン ブ リ ッ ジ と ダ ブ リ ン が各
1名l, B.Sc. が 1 名 で, 他に , 医師 が 多い こ と
を反映して M .D . が 7名 と多か っ た o
学 会 . 協会 へ の 所属に つ い て は , 英国学士院会
見 げ.R.S.1 が14名く12.3%l と 多い の が 目立 ち,
化学関係 の 化学全 くChemical Society1 27名, 化
学 工 業学会 くSo ciety ofChe mic al Indu stryJ 2
名を中心 に, 鉄鋼 協会 く工ron and Ste el ln sti-
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ロ イ ヤル 鉱 山学校 ア ソ
- シ エ イ ト号取得者の 職業分構 い853年 - I8 83制
総数
技 術 者
官 軍 l独立l雇用l 計
経営 教 育
. 研 究
高. 尊I 軍 t
技 l 科 l 中 I 研 I 学 l
行 博 計
その 他 不明
4 26 2 1 3bl4 0 4 3 47 1U 47人 数 219 30 1 3248 111
26 51 2 7 0 0 0 O 日 0 0 0 8 3 0
島外砺 81
18 0 7
37 0 60.0 0.0 2 1.9 54.2 4 5.9 5 0.0 26.9 0.0 0.0 0.0 0.0
25.0 0.0 0.0 17.0 3 0.0 0.0
Fl o
0 174 0.6 18.6 2 7.9 64.5 2.3 15.1 1.2 0.6 1.7 2.3
2 .3 0.0 2.3 1.7 27 .3 5.8
外の
証 在外者数はー 総 雛 つ
い て は在外勤務 経験者 臥 他の 欄は その 勤務地 が海外 の者の 臥 不明 に
つ い て は住所が
者の 数を示すQ
tutel l名, 写 真学会 くRoyal P hotogr aphic So
-
cietyl l名, リ ン ネ協会 くLin n ean Society1 1
名, 天文学全 くAstron omicalSocietyl l名 であ
っ たo
専 門職 団体
. 職 業 団体 - の 所属 は , 化 学 協会
く工nstitute of Chemistry1 10名, 薬 剤 師 協 会
tphar mac eutical Society1 2名, 王 立内科医協
会くRoyal College of P hysician s1 4名, 王 立外
科医協会くRoyal College of Surge o n s1 1名 の
他 民間技術者協会 く工n stitutio n of Civil Engi
-
ne ersl, 機械 技術者協会 く工n stitu io n of Me
-
chanical Enginee rsl, 電気技術者協会 く王nstitu
-
tio n of Electrical Engin e rsl が 各 1名 で あ っ
I71
た.
全体を通じて , ロ イ ヤ ル 化学 カ レ ッ ジ の 出身者
の 場合, 化 学 に関連する多様な職業分野に進出し
て い る 点に 特徴が み られ る が , 中 で も0 医学 . 莱
学の分野 が多い 偲 学, 薬学関係者が 同校に化学
の 基礎的訓練 . 研 究 の 場を求 め て 集ま っ て きた こ
と を意味す る1 こ と , el実利性を喧伝し た学校設
立の 経緯を反映し て , 化学 を応用した種 々 の 製造
業分野 で事業 に乗り出す者が多か っ た くた だ し,
費も喧伝 され た農業関係者は ほ と ん ど い なか っ た
がウ ニ と , Gl当時国内で ほ と ん ど唯
一 の 化 学専門
教育機関であ っ た こ と を反映して , 後 に高等教育
機関で研究 一 教育に従事し た者を多く輩出した こ
とが特徴的 であ るo
3
.
ロ イ ヤ ル 鉱 山 学校 出身 者 く1851年
J- 1880年1 の職業分析
り ア ソ ー シ エ イ ト号取得者 の 職業分析
1851年 - 1880年ま で の 期間は , 鉱 山専門学校 の
時代 で, 正 規学生 はGl鉱山乾 Cg,冶金学, C51地質
学 の 何れ か , ま た は複数を専攻し たo 当初は
r入
学許 可学生J くm atric ulated stude ntI と 呼 ば れ
て い た 正 規学生 は, 1861年 か ら rア ソ
ー ン エ イ ト
学生J くa s sociate stude ntl と呼ばれ るように な
り, 当初 2 年間 であ っ た 正 規学生 の コ
- ス は ,
1863年 の トロ イヤ ル 鉱 山学校J - の 改称と同時に
3年間の コ ー ス と な っ た o こ こ で は , こ の 期 間を
通じて , 正 規 コ
ー ス 修 了資格を取得した者をロ イ
ヤ ル 鉱 山学校 ア ソ
- シ エ イ ト号取得者 と称するo
表 5 にこ の 期 間 の ア ソ
ー ン エ イ ト号取得者2 19
名を職業別 に分類し たも の を示す. 年次 は ア ソ
ー
ン エ イ ト号取得年次をと っ て い る の で, 1853年 -
1883年 の 期間 とな るo こ れら■の中に は 本国以外で
職 に就 い た り, また そ の 経験を持 っ て い る も の が
多い の で, 在外者数の 欄を設けた o
職 業分頬 の 比率で は , 技術者が641 5%と高い こ
と , そ れ と は 逆 に, 表 4 と比 べ て , 経 骨 者 が
2.3%と 擬 め て 低 い こ と が特徴的 であ るo 技 術者
の 中 で は r官J の 比率 が , 技 術 者全体 の27.0%
く全体 に対する比率は17.4
0Jol と 相対的 に高 い こ
と が 指摘 でき るo 教育 . 研 究職も27.3% と 比較的
高 い 比率を示し, r高 . 乳 へ2 6名 と 引き続き多
く の 人材を送り出すと と もに , それ以外 の カ テ ゴ
リ ー の 者 も散見 され るよう に な っ て き て い るo ま
た表 4 と比 べ て そ の 他 の 比率が低 い こ と も指摘 で
き るo
在外者数 の 欄をみ ると , 全 体 の3 7.0% が 在外勤
務経験を持ち, 勤務地 で は 技術者 の 半数近 い4 5.9
% が海外勤務者, 特 に r 乱 と
r雇 軌 で は そ れ
ぞれ60.0% と5 4.2% と 半数以上 が海外 に出て
い っ
て い る の が 特徴的 であ る o ま た教育 . 研 究職 で も
r高 一 乳 で は26.9% と 4分 の 1以上 が海外 の 教
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育機関に職を得て い るo
次 に こ れらの 内訳をみ る と, 技術者の r官J で
は, 地質調査所関係が多く16名 く本国5名, イ ン
ド6名, カ ナ ダ2名, 豪州, 西イ ン ド諸島, タ ス
マ ニ ア 各 1名l, 造幣局 . 冶金関係 が 8 名 く本国
8J
2名, 豪州 3名, 日本 2名, ロ シ ア 人 1名l, 自
治体 の 分析技師 CPublic An alyst1 3名, 豪州鉱
山局技師, 工 場規制法監督官, 特 許庁審査官補各
1名であ っ た o
技術者全体を分野別 に み る と, 鉱 山関係37名と
冶金 . 試金関係 く製鉄 . 製鋼 一 精 錬等134名 が多
く, 地質調査関係1 6名, 分析化学技師と化学技師
が各9名, そ の他が 6名 であ っ た o
技術者の海外勤務者5 1名を国 一 地域 別 に み る と
豪州 が, タ ス マ ニ ア 1名を合わ せ て1 3名, ア ジ ア
が , イ ン ド7名, 日 本 2名, ボ ル ネ オ 1名, ア ジ
ア各地 1名を合わせ て1 1名, 北米 が, 米国5名,
カ ナダ 3名で 8名, 中南米 が , 南米 4名, メ キ シ
コ と 西イ ン ド諸島各1名で 6名, ア フ リ カ が, 南
ア 5名と西アフ リ カ 1名 で 6名, 欧州 が, ス ペ イ
ン 3名, イ タリ ア 2名, ロ シ ア 1名で 6名, 世 界
各地 が 1名で あっ た o 鉱 山関係 の37名 に つ い て も
t
国内は顧問技師10名を含 め て12名に すぎず, す で
に多く が海外に職を求め て い るo
教育 . 研究 職 の r高 . 専J 26名 の 主な内訳 は ,
母校 の鉱山学教授, 冶金学教授, 物理学助教授 お
よ び数学力学助教授 , ロ ン ドン の キン グズ . カ レ
ッ ジ冶金学教授と ユ ニ ヴ ア ー シ テイ . カ レ ッ ジ物
理学助教授, メ イ ス ン . カ レ ッ ジ 化学教授, ブ リ
ス ト ル . ユ ニ ヴ ア ー シ テイ . カ レ ッ ジ 地質学動物
学教授 く校長l, グラ ム 科学カ レ ッ ジ鉱 山学教授 ,
カ ー ディ フ . ユ ニ ヴ ア ー シ テイ . カ レ ッ ジ数学教
撹 , セ ン ト . ア ン ドリ ュ ー ズ 大学 化学教授, グラ
ス ゴ ー の ア ン ダ ー ソ ニ ア ン 大学応用力学教授, -
リオ ッ ト . ワ ッ ト . カ レ ッ ジ 物理学教授, ダブ リ
ン 大学地質学教授, 国外 で は カナ ダの ト ロ ン ト大
学鉱物学教授 , シ ド ニ ー 大学化学鉱物学教授 と生
91
物学教授 , 日 本の 工部大学校図学教授 , イ ン ドの
ラホ ー ル ー カ レ ッ ジ教授等で ある . 鉱 山学, 冶金
学 , 地質学 だけ でなく, 直積 の 専 攻外 の 化学, 物
理学, 力学, 数学, 生物学等の 分野 にも人材を送
り出して い る の が 目に つ くo
r乳 の 2 名 は , ウ リ ッ ジ の 陸 軍 工兵学校冶金
学教授 と ク リ ッ ジ . コ モ ン . ミ リ タ リ ー . カ レ ッ
ジ 化学物理学教授 で あ る o r技J l 名 は州 の 職月
に 対す る技術教育担 当者, r科J の 3名 は, 上級
学校 くhigher gr ade schooり 校長, 学校要具会の
科学実習担当教R , 科 学学校科学教具, r中J の
4名 は イ ー ト ン 校科学教員 , セ ン ト . ポ ー ル ズ
校, チ ェ ス タ - . カ レ ッ ジ, ラザ フ ォ ー ド . カ レ
ッ ジ の 各化学教見 で あ っ た o r行J の 4名 は, 敬
育局首席勅任視学官, アイ ル ラ ン ド国民学校視学
官, 科 学技芸局視学官, 高等技術教育機関事務局
であ っ た o こ の 時期 に は, 国 民教育制度 の整備や
科学技芸局 の 科学教育政策 の進展を反映し て, 中
等教育 レ ベ ル の 科 学教展や視学官等 の 教育行政の
分野 へ の 進 出 が み られ るよう に な っ て きて い るo
2 19名の 内, 理学関係 の 学位取得者は23名く10.5
%l で, 内訳 はP h.D . が 3 名 くヴ ュ ル ツ プ ル グ大
学 2名, - イ デ ル ベ ル グ大学 1名l, D .Sc. 11名
く内, ロ ン ドン 大学 9名l, B.Sc. 11名 く内, ロ ン
ドン 大 学 8名l で , 国内の D.Sc. や B .Sc. の 取得
者が増え てき て い る の が 目に つ く.
学 会 . 協会 - の 所属 で は , 英国学士院会見が14
名 く6. 4%l, エ ジ ン バ ラ学士院金男 1名, 化学
会3 0名, 化学 工業学会12名, 鉄鋼協会23名, 地質
学 全 くGe ologic al So ciety1 4 0名, 物 理 学 全
くP hysic al So ciety1 7名, 天文 学会 4名 の他
農業, 園芸, 顕微鏡な ど の 学会 へ の 所属が み られ
るo
専 門職団体 . 職 業 団体 で は , 鉱 山冶金技師協会
く王n stitutio n ofMining a nd Metallu rgistsl 16名
を筆頭 に, ア メ リ カ 鉱 山技術者協会 くAm erica n
Institu ion of M in ng Engineer s111私 達邦鉱
山技術者協会 くFede ral Institu ion of M ining
Engin e rs1 7名な ど の 鉱山関係と , 民 間技術者
協会13名, 機械技術者協会 8名, 電気技術者協会
2名, 技術者協会 くSo ciety of Engin eers1 1名
など技術者の 協会 , パ ブ 11 ッ ク . ア ナ IJス ト協会
くSo ciety of Public An alysts1 6名な ど が多く,
そ の他, 王 立外科医協会, 薬剤業組合 くSo ciety
of Apothe cariesl, 醸造業 協 会 く工n stitut e of
Brewingl が各 1名 であ っ たo
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21 聴講生 の 職業分析
こ の時期 の 聴講生を大きく 2 つ に 分け, まず鉱
山学 . 冶金学 一 地質学専攻 の者を専攻別 に表 6 に
示すo 複数の専攻を持 つ 者は, そ の 中の 主要と思
ゎれる専攻 に振り分けた o l 年 だ け在学し た者も
い る の で期間は185 3年
- 18 81年 に な っ て い るo
まず, 鉱山学 と, 人数 が 少ない が, 冶 金学専攻
生に つ い て は , 大 部分 が 技術者に進 み , 経営者に
若干名が進 ん だ他 教育 . 研 究職 に は ほ とん ど進
ん で い ない の が 特徴的 であ るo つ ま り, こ れら の
聴講生は技術者になる た め の 専門教育
. 訓 練を求
めて 入学してき た の で あ るo 在外者数 の欄を みる
と技術者 に つ い て は, 鉱 山学51.7%, 冶金学40.0
%と半数前後 が海外に職を求め て い る o
技術者の 内訳 をみ る と, r乱 は, 鉱 山学専攻
で は, 炭鉱検査官2名, イ ン ド地質調査所, パ ラ
グアイ政府鉱山担当官, 豪州鉱山嵐 ジ ャ マ イ カ
政府化学技師各1名 の 6 名, 冶 金学専攻 で は . 追
幣局試食技師長 1名 であ っ たo
鉱 山学, 冶金学専攻 の r官J を除く技術者 と経
営者33名を分野別 に分類す る と, 鉱 山関係 が25名
く内訳は顧問技師 4各 国内 の 炭鉱 が 7名, 鉄 鉱
山 が 3名, 南ア 4名, ス ペ イ ン 2 名, 北 米, 南
栄, 豪州 , イ タ り ア , 世 界各地 が各1 即 で, 秩
鍋 . 精錬 . 鋳 造等冶金関係 が 6名, そ の 他 2名 で
あ っ た o 次 の 時期 と比 べ て特徴的な の は, こ の 時
期 の 鉱山関係者に は国内 の 炭鉱 . 鉄鉱 山 に職を求
め た もの が ま だ 一 定数み られ る こ と で あ るo
次 に 地質学専攻をみ て み ようo 鉱 山学 , 冶金学
専攻 と比べ て 技術者と教育 . 研 究職 が ほ ぼ 半数ず
っ で ある こ と が特徴的 であ るo 技術者で は r官J
が半数を占め , 内訳 は 4 人と も地質調査所関係で
本国1名, イ ン ド2名, 豪州 1名であ っ た o 教育
. 研究職 の 内訳 は , r高 . 凱 8名 が, 母校 の 地
質学教授と鉱物学講師, グ ラム 科学カ レ ッ ジ 地質
学教授 , 労働者 カ レ ッ ジ地 質学等教員, ダブ リ ン
. ロ イヤ ル 科学 カ レ ッ ジ 地質学教授, シ ドニ
ー 大
学 地質学教授2名, ア デ レ ー ド大学自然科学教授
で あ っ たo r博J Cつ1名 は ロ イ ヤ ル 鉱 山学校 の 置
か れて い た実用地質学博物館長であ り, 地質調査
所 で実地経験を積ん で地質学 の 教授 にな る場合 が
多か っ た こ と を考え合わせ る と , こ の 時期 の 地質
学専攻 は研究者養成 の 機能を強く持 っ て い た こ と
が わ か るo 地質学専攻 の ア カ デ ミ ッ ク な性格 は ,
鉱Lu 学と冶金学 の 専攻者に は英国学士院会員 が 1
名も い な い の に 対 し, 地 質 学専攻 者 に は 3名
く14.3%1い た こ と に も現 れ て い る o
次 ぎに 化学 と生物学 の 専攻者 の 職業分類を表 7
に 示すo 化学専攻者は , ロ イヤ ル 化 学 カ レ ッ ジ が
合併 され た後 の 化学部門で学 ん だ 者で あ り . -
Ii--一物
学専攻者 は - ク ス レ
ー くT .H . Hu xleyl の 下 で 学
ん だ 者 で あ るo
化学専攻 に つ い て は , ロ イヤ ル化 学 カ レ ッ ジ 時
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表 7 ロイヤ ル 鉱山学校聴講生 く化学 . 生 物学和知 の 職業分類 く1853年J q -1881判
専
攻 総数
技 術 者
官 軍 独 立 雇用 計
経営 教 育 . 研 究
高.尊 軍 捜 科 中 研 学 行 博 計
その他
10
17.9
不明
4
0
化
翠
人 数 60 1 1 ll 13 26 6 10 1 1 0 0 2 0 0 014
比 率く% l 1.8 1.8 1 9.6 23.2 4 6,4 1 0.7 17 .9 1.8 1.8 0.0 0.0 3.6 0.0 0.0 0.0 25.0
坐
物
学
人 数 16 1 0 0 0 10 13 0 0 0 0 0 0 1 14 1
比 率く% l 6 .3 0.0 9.0 0.0 6.3 0.0 81.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 87.5 6.3
代と比 べ て , 経 営者とそ の 他の 比率 がそれぞれ約
10%程度下 がり, 技術者の 比率 がその分増加し て
い る. 内訳 は, 捜術者は化学技師 が中心 で, 経営
者は , ア ニ リ ン 染 料 の 発見者とし て名高 い パ ー キ
ン くW .H . Perkinl を含め , 染料製造業が 3名,
肥料製造業, ア ル か1 製造業 けイ ツ 人1, 鉛 工
場 が各1名で あっ た. その他 では, 医師 3名, 翠
人, イ ン ド官吏, 探検家, ア マ チ ュ ア 研 究者, 料
学誌編集, 専門職団体事務局, 男爵各1名 で, 莱
剤師 が姿を消した の が特徴的 であ るo
ほ ぼ 同 じ比率を占め て い る教育 . 研 究職 の r高
. 専J llO名の 内訳は , 母校 の 化学の 教授, 講 師,
実習担 当教具, 医学校化学講師, ロ ン ドン の中央
技術 カ レ ッ ジ化学教授 , ノ ッ ティ ン ガ ム ー ユ ニ ヴ
ア
ー シ ティ .
t
カ レ ッ ジ化学教授, グラ ム 科学カ レ
ッ ジ物理学教授, ウ ェ ー ル ズ の ユ ニ ヴ ア ー シ テ イ
. カ レ ッ ジ 自然科学教授, 国外 の イ ン ドと ニ ュ ー
ジ ー ラ ン ドの 化学教授各1名であり, 合併後も研
究者養成をその重要 な機能として い た こ と が わか
るo こ の こ と は 学位 の 取得や学舎 へ の 所属か らも
うか が わ れ, 60名中理学関係 の 学位取得者は 9名
く15.0%1で, その 内訳 は, P h.D. 5 名 く内, ラ
イブチ ッ ヒ, ヴ ュ ル ツ プ ル グ, - イ デ ル ブ ル グ各
大学1名l, ロ ン ドン 大学 の D.Sc . 2名, B.Sc . 3
名で あ っ たQ 学会 . 協会 - の 所属 で は , 英国学士
院会員 が 9名 く15.0%1の他, 化学会25名, 化 学
工 業学会6名, 地質学会 3名 , 鉄 鋼協会 2名, 物
理学会 , 天 文学会各1名などであ っ た o
生物学専攻に つ い て は , も っ ぱら研究者をめ ぎ
す者の集まり で , r高 . 専J の 此率 が81.3%を占
め , その 内訳は , ケ ン ブ リ ッ ジ大 学植物学教授,
医学校の 生物学諦師 く病院長J と比較解剖 学講
師 , カ ー デ イ フ . ユ ニ ヴ ア ー シ テイ . カ レ ッ ジ 生
物学教授, エ ジ ン バ ラ大学比較発生学脊椎動物学
講師, ダ ン ディ ー . ユ ニ ヴ ア ー シ テイ . カ レ ッ ジ
植物学教授, ダブ リ ン . ロ イヤ ル 科学カ レ ッ ジ動
物学実習担当教見 国外で は , イ ン ドの カ レ ッ ジ
生 物学教挽 医学校比較解剖学教授, イ タlけ 人
で ミ ラ ノ の 動物学比較解剖学教授 , 米国人で , コ
ロ ン ビ ア 大学動物学教授 , プリ ン ス ト ン 大 学地質
学教授 , 自然科学 ア カ デ ミ ー 古生物学教授 であ っ
た o r博J の 1名は王立植物園副所長, r官J の 1
名は豪州 の 漁業監督官, その他 の 1名 は豪州リ ン
ネ協会事務局勤務 で あ っ たo
理学関係 の学位取得者も9名 く56.3%l と高い
比率で, 内訳 は P h.D. 5名 くライブチ ッ ヒ大学2
名, フ ライ ブ ル グ, - イ デ ル ベ ル グ各大学 1創 ,
D .Sc. 5名, B .Sc. 1名で あ っ た o 学会 . 協会で も
英国学 士 院金属 が 3名 く18.8%l と高 い 比率を占
め, 他 は エ ジ ン バ ラ学士院金属 1名,. リ ン ネ協会
2名, 動物学全 くZo ologic al Society1 2名, 王
立園芸学会 くRoyal Hortic ultu ralSo ciety1 1名
であ っ た o
4 . ロ イ ヤ ル 科学力 レ ッ ジ 出身者 088J
年J - f896年l の職業分析
り ロ イ ヤ ル 鉱 山学校 ア ソ - シ エ イ ト号 取得者
く1 884年r - J896年lの職業分析
1 881年か ら の 総合科学学校 の 時代に つ い て は,
G,付設された ロ イヤ ル 鉱 山学校 の ア ソ - シ エ イ ト
号取得者, 母同校 の 聴講生, CSlロ イ ヤ ル 科学 カ レ
ッ ジ の ア ソ - シ ュ イ ト号取得者, 61同校 の 聴講生
の 4 つ に 分けて検討するo
O の23 7人 く年次 は188 4年 - 1896年l の 職 業分
類を表 8 に示すo 専 攻は 鉱山学 と冶金学 で , 以前
含まれ て い た 地質学 は , 18 81年 か ら ロ イ ヤ ル 科学
カ レ ッ ジ の 専 攻とな っ た た め こ の中に は 含まれて
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R.C.C. , R.S.M . , R.C.S. 出身者の 職 業分析 く1845年
- 1896科
郎 ロイ ヤ ル 鉱山学校ア ソ
- シ エ イ ト号取 得者の 職業分類 0884年 - 1896科
総数
技 術 者
官 I 軍 l独 立l雇用I 計
経営 教 育 . 研 究
高.卑 軍 I 技 t 科 l 中 l 研 l 学 I 行 I 博 計
その他
1
不明
54
人 数 237 17 0 23 109
149 5 17a 2 5 1 1 1 01 28
高外背
137 10a 10 92 112 36 0 0 0 0 0 1 0 0
7 0 7
57.8 58.8 4 3.5 8 4.4 75.2 60.0 35.3 0.0 0.0 0
.0 0-0 100. 0 .0 2 5.0 0.0
l o.5
1 3.0
比 率く% 1 9.3 0.0 1 2,6 59.6I81.4 2.7 9.3 0.0 1.1I2.7Io.5EE3o.5lo.o 0.5 15.3
表9 ロ イ ヤル 鉱 山学校聴講生 の 職業分頼 くl88
2年 - l8 9 6制
専
吹 総 数
技 術 者
官 l 軍 l
独立
l
雇用l 計
経常 教 育
ー 研 究
高. 専l 軍 l 技 t 科 l 中 l
研
l
学
l
行 博 l 計
その他 不明
紘
人 数 62 3 0 4 19 260 a a 0 1 0 0 0 0 0 1 5 3
0
0 3 18 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0a 0 0 7山
学
l ム
在外者数
同 く% I
34
54.8
3
10 0. 75.0 94.7 92,3 0.0
0.0 0.0 2 3.3
比 率く% 1 9 .4 0.0 12.5 5 9.4 8 1.3 0.0 0.0 0,0 0.0 3.
1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.1 1 5.6
人 数 8 ol o 3 2 a 0 Dl山 1 0 0 0 0 1 0 2 0 1J口
金
学
在外者数
同 く%l
1
12.5
0 0 0
0.0
1
50.0
1
2 0.0
0 0 a 0
0.0
0 a 0 0 0
0 .0
0 0
0.0
0 0
0.0
比 率く% l 0 .0 0.0 42.9128,6 71.4 0.0 0.0 0.0 14.3 o.olo.o 0.0 0.0 14.3 0.0 28.6 0.0
い ない o 前の時期 の 表 5 と比 べ て , 技術者の 比率
が64.5%か ら81.4% と 増えた の に 対し て , 教育
一
研究職 の比率が27.3%か ら15.3%に 減り, 技術者
養成機関として の 性格を強め て き た こ と が 読み 取
れるo 技 術者 の 中 で は r乱 が減り,
r雇 軌 が
増えて い る o 不 明 の中には卒業後0 - 2 年 で, ま
だ職 の 決 ま っ て い ない と思われ る者が多数含まれ
て い るo
稔数 に 占 め る在学経験者数 が57.8% と半数を超
え, 海外勤務者は技術者で は75.2% と 4分 の 3 を
占め て い るo 海 外勤務者84.4% を占め る r雇 用J
の92名に つ い て国 . 地域別 に み る と, 南ア が38名
で群を抜き, 中南米 が メ キ シ コ 5 名 を筆頭 に14
名, ア ジ ア が イ ン ド4名, ボ ル ネ オ 3名, 中国,
シ ン ガ ポ ー ル 各 2名, タイ 1 名 の 12名, 北米 が 米
国6名, カナ ダ 3名 の 9名, タ ス マ ニ ア 1名を含
む豪州 が 8名, 欧州 が, ス ペ イ ン 4名, - ン ガ リ
I
, フ ラ ン ス 各 2名 にイタ リ ア , ロ シ ア 各 1名の
10名, ト ル コ 1名 であ っ たo 多く が 金鉱 山で, さ
ながら金鉱山技師養成所 の 観を 呈し た o
教育 . 研 究 職 で は , r高 . 専J 17名 の 内 訳 が,
ヘ リ オ ッ ト . ワ ッ ト . カ レ ッ ジ 工学応用力学教
撹, 母校 の 試金分析担当教員 2名と鉱山測量術担
当教員, 地質学実習助手, バ ー ミ ン ガ ム 市技術学
校電気 工学藩師, ノ ッ ティ ン ガ ム . ユ ニ ヴ ア
ー シ
テ イ
. カ レ ッ ジ 冶金学応用化学講師, 南ウ ェ ー ル
ズ . マ ン モ ス シ ャ
- . ユ ニ ヴ ア ー シ テ イ
. カ レ ッ
ジ鉱 山測量術落師, ダブ リ ン
. ロ イヤ ル科 学 カ レ
ッ ジ試 金分析担当教員, - - ト レ イ . イ ン ス テ イ
チ エ - シ ョ ン 工学 講師, 鉱 山 . 農業学校校艮 南
ア鉱山学校教授, 豪州鉱山学校主乳 シ ドニ
ー 大
学 の 試金分析と地質学 の 実習担当教員各1乱 ニ
ュ
ー ジ ー ラ ン ド鉱山学校数貝, かJフ ォ ル ニ ア 大
学化学教員 であ っ たo 189 6年 の時点で は ま だ 年齢
が低 い こ とを反映して教授 は少ない o
理 学 関係 の 学位取得者 は 6名く2.5%1 と 少な
く, 内訳 は , B.Sc. 5名, D.Sc. 1名 で あ っ たo 学
会も, エ ジ ン バ ラ学士院会員 1名, 化学会1 4名,
化学 工 業学会 2名, 地質学会 4名, 鉄鋼協会 1名
と少なか っ た が, 専 門職団体 に は , 鉱t川白金技師
協会19名, ア メ リ カ鉱Lu 技術者協会10名, 連邦鉱
山技術者協会 6名 の 鉱LLI捜師関係 の 他 , 民 間技術
者協会1 1名, 化 学協会 6名, 機械 技術 者協会 2
名, 測量技師関係 2名 と , 技術 者 の 比率 の高 さを
反映し て, 一 定 数の 所属があ っ たo
ー 29-
表 柑 ロ イ ヤ ル 科学力 レ ッ ジ . ア ソ ー シ エ イ ト号取 得者 の 職業分類 0884年J, - L8 9 6年l
専
総数
技 循 者 経営 教 育 . 研 究 その他 不明
攻 育 翠 独立 雇用 汁 高. 専 翠 技 料 中 研 学 行 悼 汁
力
学
人 数 35 3 0 3 2 8 0 7 0 1 1 1 1 0 1 1 13a 14
比 率く% 1 l4.3 0.0 14.3 9,5 3 8.1 0.0 33.3 0.0 4.8 4.8 4.8 4.8 0.0 4.8 4,8 6 1.9 0 .0
物
理
学
人 数 48 1 0 0 0 1 1 15 0 2 53 2 3 1 1 321 l3
比 率く%1 2 .9 0.0 0.0 0.0 2.9 2.9 42.9 0.0 5.7 14.3 8.6 5 .7 8 .6 2.9 2.9 91.4 2.9
化
学
人 数 96 1 2 4 9 16 0 7 1 5 12 12 3 0 5 0 45 0 EB
比 率く%1 1.6 3ー3 6.6 14.8 26.2 0.0 ll.5 1.6 8.2 19.7 19.7 4.9 0.0 8.2 0.0 73.8 0.0
坐
物
学
人 数 17 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 1 3 01 8 0 9
比 率く% ユ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 37.5 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 3 7.5 0.0 1 2.5 10 0. 0.0
地
質
学
人 数 15 4 0 0 0 4 0 4 0 1 2 0 0 0 1 0 8a a
捷 率く% 1 30.8 0.0 0.0 0.0 30.8 0,0 30.8 0.0 7.7 15.4 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0 6 1.5 7.7
農
学
人 数 10 1 0 0 0 1 0 3 0 1 0 1 0a 1 0 6 a 3
比 率く% I 14.3 0 .0 0.0 0.0 14.3 0.0 4 2.9 0.0 14.3 0.0 14.3 0.0 0.0 1 4.3 0.0 8 5.7 0.0
舵
計
人 数 221 10 2 7 ll 30 1 39 1 10 20 17 7 6 9 3 112a Ea
比 率亡%I 6.9 1.4 4 .8 7.6 2 0.7 0.7 2 6.9 0,7 6.9 13.8 1 l.7 4.8 4.1 6.2 2.1 7 7.2 1.4
21ロ イ ヤ ル 鉱 山学校聴講生 08 82年 - 18 96年1
の職業分析
1882年 - 18 96年の ロ イ ヤ ル鉱山学校聴講生 く鉱
I
山学 . 冶金学専攻1 の職業分類を表 9 に示す. 鉱
山学81. 3%, 冶金学71.4% と, と も に 技術者の比
率が高く , 前の時期 の 鉱 山学 , 冶金学専攻 の 聴許
生 と同様, 技術者として の 専 門教育 . 訓練を求め
て 入学し てき た者が多 い と い え るo
鉱山学専攻 に つ い て は , 同時期 の ア ソ - シ ュ イ
ト号取得者と同様, 海外に職を求め る者 が多く,
総数 に 占め る在外経験者の比率 が, 前の 時期 く表
6l の3 1.1% に 対して54.8%に , 技術 者 で は51.7
%に 対して9 2.3%に 増加し て い る o 技術者 の 海外
勤務者2 4名の国 . 地 域別内訳 は, ア フ リ カ が, 南
ア 6名, 黄金海岸 1名で 7名, チ リ, ペ ル ー , コ
ロ ン ビア , パ ナ マ など中南米 6名, 豪 州 5名, 北
米 が 米国2名, カナダ 1名の 3名, イ ン ドと マ レ
ー 半 島各 1名, イタ リ ア 1名であ っ た o
冶 金学専攻 に は Ph. D. 取 得者が 1名 い た が , 鉱
L山学専攻 に は 学位取得者は皆無 であり, 学会や専
門職団体 へ の 所属も少なか っ た o
3l ロ イ ヤ ル 科 学 力 レ ッ ジ . ア ソ - シ エ イ ト号
取得者 く1884年J - I89 6年l の 職業分析
表10に , 1 884年 - 1896年 の ロ イヤ ル 科 学 カ レ ッ
ジ ー ア ソ ー ン エ イ ト号取得者2 21名 の 職業分類を
専攻別 に示すo 稔計で み る と, 技術者2 0.7%, 経
営者0.7%, 教 育 . 研 究職77.2%, そ の 他1.4% と
教育 . 研究 職 の 比率 が高い の が特徴的 で あるo 不
明の 中 に は卒業後 0 - 1年 で ま だ職 の 決ま っ て い
な い と 思 わ れ るも の が多数含まれて い るo
専 攻別 に み る と, 力学 , 化 学, 地質学 が , それ
ぞれ3 8.1%, 26.2%, 30.8%と 3割前彼 の 技術者
を送り出し て い る の に 対して, 物 理学 , 生物学,
農学 は , そ れ ぞれ9 1.4%, 100%, 85. 7% と, 大
部分 を教育 . 研 究職 に送り出して い る の が 目 につ
くo
技術者の 内訳 で は , 力 学 の r官J 3名が , 勅任
工 場監督官 2名, 特 許庁審査官補 1名, r独 . 雇
用J 5名は , 電 気, 機械 , 土 木 な ど の 技術者, 物
理 学 の r官J l名 は 特許庁 審 査 官 補, 化 学 の
r官J l名 も特許庁審査官補, r軍J 2名 は造兵廠
化学捜 軌 r独 . 雇 用J の13名 は化学技師, 分 析
技師等, 地質学 の r官J 4名は , イ ン ド2名, 南
ア と エ ジプ ト各1名 の 地質調査所 , 農業 の r官J
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1名は特許庁審査官補 であ っ た o
教育 . 研 究職 に つ い て は , 絵 計 で 鳩
. 乳 の
26.9%に 対し て ,
r技 . 料 . 中J の 合 計 が3 2.4%
と, 中等教育 レ ベ ル の 比率が上回 っ て
い る の も新
し い特徴であり, 1881年 の 再編 の ねら
い 通り , ま
だ数は少な い と は い え, 高 度の 科学的訓練を
受け
た科学教員を中等教育レ ベ ル に
一 定数 送り出す こ
と に成功して い る と い え るo 教 員需要 とも関係す
るの で あ ろう が, 物理 と化学 の 専攻者に中等レ
ベ
ル の 教展 の 比率が高 い o
鳩 . 乳 の 内訳 で は , 力学 の 7名 が , 母校 の
天文学と力学の 実習担当教員各1名, オ
ー エ ン ズ
. ヵ レ ッ ジ実 習担当教員, ゴ
ー ル ドス ミ ス ズ . イ
ン ス ティ チ ュ
ー ト の ビ ル 建築学落札 ロ ン ドン 南
西ポリテク ニ ッ ク 工学敬 礼
ベ ッ ドフ ォ ー ド技術
ヵ レ ッ ジ立体幾何学機械建造学務師, バ タ シ
ー .
ポリテク ニ ッ ク 力学助手o
物理学の 15名は , 母 校の物理学教員 と実習担当
教員2名, 助 手 3名, 南西 ロ ン ドン
. ポリテ ク ニ
ッ ク数学物理学教 見 バ タ シ
ー ー ポリ テ ク ニ ッ ク
物理電気部門主任 と物理学数学助手, ポ
ー ツ マ ス
市技術教育機関校長 , バ
ー ミ ン ガ ム 市技術 カ レ ッ
ジ物理学諦軌 ブラ ッ ドフ ォ
ー ド技術 カ レ ッ ジ物
理学部門助手, リ バ プ
ー ル航 海 カ レ ッ ジ 教員, セ
ン ト . ア ン ドリ ュ
ー ズ大学物理学散乱 ダブリ ン
ー ロ イヤ ル科 学 カ レ ッ ジ 物理学実習担当教員o
化学の 7名 は, 母校 の 化学助教授 と実習担当教
負, ピ ー プ ル ズ . パ レ ス 技術学校化学教授,
バ タ
シ ー ー ポリ テ ク ニ ッ ク科 学教員, 病 院付属医学校
助手, ブラ ッ ドフ ォ
ー ド技術 カ レ ッ ジ 応用力学数
学教見 ハ ダ ー ス フ ィ
ー ル ド技術 カ レ ッ ジ物 理科
学講師o
生物学 の 3名は , 母校 の 動物学 と植物学 の 実習
担当教員各1名と医学校生物学爵師o
地質学 の 4名 は , 母校 の 地質学実習担当教員,
メ イ ス ン . カ レ ッ ジ地質学自然地理学講 軌 通信
カ レ ッ ジ . チ ュ ー タ ー , バ タ シ
ー . ポ リ テ ク ニ ッ
ク講師o
農学 の 3名 は, ロ ン ドン 近 郊 の 農芸 カ レ ッ ジ 講
師, ウ ェ ー ル ズ の バ ン ガ
- . ユ ニ ヴ ア ー シ テ イ
.
ヵ レ ッ ジ農芸化学講師, ス コ ッ ト ラ ン ドの 農業 カ
レ ッ ジ講 師で あ っ たo
r軍J l名 批 判 は, 陸軍士官学校化学敏男
で,
r 軌 10名は技術学校 の 科学教展,
r 軌 2 0名
は, 州学校 くcou nty school , 科学学校, 科学技
芸学校な ど の 科学教員, 校長な ど で あ る が, 中に
マ ン チ ェ ス タ ー 中央学校2名, リ ー ズ中央上級学
校, リ ー ズ の 上級学校など, こ の 時期 に都市部 の
学校委員会が初等学校を上構的 に発展させ て作 っ
た大衆系統 の 事実上 の 中等学校 の 名前も み られ
るo ま た, リ バ プ ー ル学校要具金主任科学指導教
員 の ように他の 教 員 の 指導にあた っ て い た と思わ
れ る者や上級学校 の 女性校長も い た o
rq,J 17名 の 内訳 は, グラ マ ー . ス ク
ー ル 等 の
中等学校 の 科学教員 が14名, ウ ェ ー ル ズ中間学校
の 科学教員 が 3名であ っ た o
r行J 9 名は, すべ て科学技芸局 の 視学官お よ
び視学官補 であ っ たo
なお , 1888年 の 地質学 ア ソ - シ ュ イ ト号取得者
の中 くそ の 他 い こは , 元 広島藩主で , 侯爵 の 浅野
長勲 の 嗣子 の 浅野長之 く後 に侯乳 式部部 が い
101
た o
理 学 関係 の 学位取得者数を専攻別 に み て み る
と, 力 学専攻35名中3名く8.6%1 げラ ス
ゴ ー 大
学と エ ジ ン バ ラ大学 の B.Scこ各1名, ヴ ィ ク トリ
ア 大学 の M .Sc. 1 創 , 物 理 学専 攻48名中12名
く25.0%1 くロ ン ドン 大学 B.Sc. 1 2創 , 化 学専 攻
96名中12名 く12.5%l いイデ ル ベ ル グ大学P h.D.
1名, B.Sc. が ロ ン 下ン 大学 9名, ヴイ ク ト
Ij ア
大学 1名, D .Sc . が ロ ン ドン 大学 2 創 , 生 物学
専攻17名中 1名く5.9%l くロ ン ド ン 大 学 B.Sc .l,
地質学専攻1 5名中3名 く20.0%1 くロ ン ド ン 大 学
B.Sc. 3 名, D .Sc. 1 創 , 農 学 専 攻1 0名 中 1 名
く10.0%l くロ ン ド ン 大 学 B.Sc .う で あ っ たo 専 攻
別で は , 物理学 , 地 質学 で 取得者 の 比率が 高く,
生物学 が低 い が, 生物学 に つ い て は 2名が ケ ン ブ
リ ッ ジ大学 の セ ン ト ジ ョ ン ズ
. カ レ ッ ジ で勉 学
を継続中で あ る こ と を加味すれば , い ち が い に 低
い と は い えな い の か も知れない D 他専攻 で も18 96
年 の 卒業生な どは ま だ 学位取得準備中と い え, 世
紀末に か け て, 学位取得者は増加す る傾向に あ っ
1い
た n
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矧 l ロイヤ ル 科学 力 レ ッ ジ 聴講生 の 職業分矯 く182年 へ 1 89 6判
専
攻 総数
技 術 者
官 軍 独立 雇用 計
経営 教 育 t 研 究
高. 専 軍 技 科 中 研 学 行 l 博 計
その 他 不明
力
学
人 数 2 0 0 0 0 0D 2 0 0 D 0 0 0 0 0 2 0
0.0
D
比 率く% l 0 .0 0.0 0.0 0.0 0
.0 0.0 1 00. 0 .0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0ー0 0.0 10 0
.
物
哩
学
人 数 1 0 0 0 0 0 D 0 0 0 1 0 0 0 0 01 0
0,0
0
比 率く% I 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 100. 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1 00.
化
学
人 数 19 0 0 2 57 1 4 0 0D 0 1 0 0 0日 2 B
比 率く% l 0 .0 0.0 13-3 33.3 46.7 6.7 26.7 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7 0.0 0
.
0 0 .0 3 3.3 13.
坐
物
学
人 数 7 0 0 0 0 0 0 20 0 0 D 3 0 0 2 7 0
0.0比 率く% ン 0 .0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2 8.6 0.0 0.0 0.0 0.0 4 2.9 0.0 0.0 2 8.6 1 00.
地
質
学
人 数 14 2 0 1 2 5 0 5 0 0 0 0 0 0 11 ロ 2
14.3
比 率く%I 14.3 0.0 7.1 14.3 3 5.7 0.0 35.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0
.0 0.0 7.1 7.1 50.0
証 農 学の 聴許生は 0名o
4l ロ イ ヤ ル 科 学力 レ ッ ジ 聴 講生 0882年 J T J
18 96年l の職業分析
表1
.
1 に, 名簿に掲載され た , 18 82年 - 18 96年 の
期間 の 聴講生43名 の職業分類を示すo こ の 時期の
聴講生数を示す統計は得られ て い な い の で確実な
こ と は 分 か らない が, こ の 数字か らみ る 限り で は
力戦 物理学, 農学に つ い て は 正規 コ ー ス の 学生
がq3JLlで あ っ た こ と, ロ イ ヤ ル 鉱 山学校時代は聴
講生 の形 で多く の 学生を受け 入れ て い た化学 に つ
い て も, 188 1年以降は 正規 コ ー ス に 比重を移すよ
うにな っ た こ と がうか が え る くた だ し, こ れ とは
別に , 毎年約50名の科学教員研修生を 1年間受入
れて い たl. そ れ に 対して , 地質学で は 正 規 コ ー
ス と ほ ぼ 同数の , 生物学で は 4割の聴講生を引き
続き受け入れ て い るo
内訳 は , 力 学 2名は と も に r高 . 専J で, ロ ン
ドン の 中央技術 力 レ ッ ジ物 理学助手 と南西 ロ ン ド
ン . ポリ テ ク ニ ッ ク エ 学教授, 物理学 の r科J 1
名 は, リ ー ズ . モ ダン . ス ク ー ル 物理学部 門講師
で あ っ た o
化学 の 職務生 に つ い て は, 教育 . 研 究職 く特 に
中等教育 レ ベ ル1 の 比率 が高い 正 規 コ ー ス の 学 生
に 比 べ , 技術者の 比率が高く, ロ イ ヤ ル 鉱 山学校
時代 の 化学専攻生 く表 7l の 比率 と似 た傾向 が み
られるo 内訳 で は, 技術者 の 7名は い ずれも化学
技師, 経 営者1名も化学 工場経営, そ の他は医師
と在学中死亡者で あ っ たo 教育 . 研 究職 の r高 .
専J 4名 は, 母 校 実験助手 く後 に死亡l, ケ ン ブ
リ ッ ジ 大学 セ ン ト . ジ ョ ン ズ . カ レ ッ ジ化学助教
挽 ダ ン ディ ー . ユ ニ ヴ ア ー シ テイ . カ レ ッ ジ化
学助 講師, r研 J l名は フ ラ ン ク ラ ン ドの 個 人実
験室主任助手 で, 引 き続き研究者養成 の機能を果
た して い たo
生 物 学 の 7名 は す べ て教育 . 研 究 職 で, 内訳
は ,
r高 . 専 J 2 名が , 南西 ロ ン ド ン . ポリ テク
ニ ッ ク生物学講軌 シ ドニ ー 大学 生物学実習担当
教具, r研 J 3名 が, 海洋生物学協会 ナチ ュ ラリ
ス ト, プ リ マ ス 生 物 学研 究所 , ス イ ス 人研究所
見 r博 J 2名 が博物館長補 と博物館助手 と, 研
究者養成が中心 であ っ たo
地質学 の14名に つ い て も ロ イ ヤ ル 鉱 山学校時代
の 聴講生 く表 61 と似 た傾向を示して お り, 正 規
コ ー ス の 学生より技術者と r高 . 尊J の 比率が若
干高く, 中等教育 レ ベ ル の 教月 が い な い . 内訳 で
は , 技術者の r官 J 2名 が エ ジ プ ト地質調査所と
イ ン ド公共事業局技師, r独J は蒙州地質調査所
後顧問地質鉱山技晩 r雇用J 2名 は , マ レ ー シ
ア で測 量技師, ロ シ ア で 化学技師, 教育 . 研 究職
の r高 . 専J 5名 は , 母校 の 地質学実習担当教月
と助 毛 ヨ ー ク シ ャ ー . カ レ ッ ジ地質学講師, ダ
ブ リ ン ー ロ イ ヤ ル 科 学 カ レ ッ ジ地質学生物学実習
担当教 見 シ ド ニ ー 大 学数月 , r行 J は , 科 学 学
校 . 技 術 学校事務官, r博J は, オ ー エ ン ズ . カ
レ ッ ジ博 物館学芸月, そ の他 は貴族と卒業後死亡
で , 引 き続き , 地質調査所等の 技師 と研究者 の養
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成を柱 として い た o
理学関係 の 学位取得者数 に つ い て は , 力学
0
名, 物理学 1名 く10 0%l く
ロ ン ドン 大 学 B.Sc.l,
化学 5名く26, %lくミ ュ ン
- ン 大学, ス トラ ス プ ル
グ大学各1を含 むPb.D . 3名, B .Sc. が ,
ロ ン ド
ン大学 2名と エ ジ ン バ ラ大学1創 , 生物学 0名,
地質学 1名 く7.1%lくB-Sc.1 で , 化 学 の 聴 蘇生 が
正規 コ
- ス の 学 生 の12. 5% より高 い の が 目 立 っ
たo
5 . お わり に
最後に , 以 上 の 分析を通じて浮か び 上 が っ て き
た, 人材養成面 から み た こ の 学校 の社会的役割に
っ い て整理し, ま と め とした い o
く1淋 立学校で あ る ロ イ ヤ ル 化 学 カ レ ッ ジ時代
く1845年 - 1 853科 は , 国内 で ほ と ん ど 唯
一 の 化
学専門教育機関と して , 化 学に 関連する多様な職
業分野に人材を送り出して い る点 に特徴が あり,
Ql医学 . 薬学の 分野, Cgl実利性を喧伝し た学校設
立の経緯を反映し て, 化学を応用 した染料, 化学
薬品等の 製造業の健常者, G,製造業を中心 とする
化学技師, Ql国外も含 め た高等教育機関の化学教
授等の教育 . 研 究者をほ ぼ 同じ割合 で送り出し て
い た o
く2旭こ山専門学校で あ る ロ イ ヤ ル 鉱 山学校時代
く1851年 - 1880科 は , 鉱山学 一 冶 金学
. 池質学
を専攻する 正規 コ ー ス の 学生 に つ い て は, 技術者
が64.5% と多く, こ の 時期か らその 半数を海外 に
送り出して い た が , 国 . 地域 と して は , 豪州 とイ
ン ドを中心 とするア ジ ア が多く , 北 米, 中南米
.
ァフ リ か 欧州 が続 い て い たo 地質調査所, 造幣
局等 の 官公庁 の 技師 が , 技術者の 27%と , 重要 な
部分を占め て い た こ と も指摘 でき る o ま た , 教育
. 研 究職 が2 7.3%と ほ ぼ 残りを占 め , 国外も含 め
た高等教育機関 に多く の教授を, そ れも鉱山学,
冶金学, 地質学 だ けで なく , 専攻外 の 化学 , 物理
戦 力学, 数乾 生物学等の分野も含 め , 送 り出
して い たo こ の 時期 に は , 国民教育制度の 整備や
科学技芸局 の 科学教育政策 の 進展 を反映して , 中
等教育 レ ベ ル の 科 学教員や視学官など の 教育行政
の 分野 へ の 進出もみ られ るo
く31ロ イ ヤ ル 鉱 山学校時代の 聴溝生 で は, 鉱 山
翠, 冶金学 の 専攻 に つ い て は, 技術者が大部分を
占め , その 半数前後 が海外に職を求 め て い るも の
の , 国内 の 炭鉱や鉄鉱山に職 を求 め る者もま だ
一
定数みられ るo 地質学専攻 に つ い て は, 技術者 と
教育 . 研 究職 で ほ ぼ 2 分し, 国内外の 大学等 の 地
質学教授を送り出す等, ア カデ ミ ッ ク な性格 が強
か っ た o ロ イヤ ル 化学 カ レ ッ ジ を引き継 い だ 化学
専攻 で は, 以前と比 べ 経営者とそ の他の部分 が そ
れぞ れ約1 0%減り, 技 術者 の 比率が そ の分増 え
たo 教育 . 研 究職 は 引き続き 4分 の 1 を占め , 国
内外 の 大学等 に化学等 の 教授を送り出すな ど, 研
究者養成をそ の 重要な機能の
一 つ と して い た o 生
物学専攻 に は , - ク ス レ - の 下 に国内外か ら研究
者をめ ざす者が 集まり, 生物学, 動 物学, 植 物
学, 比較解剖学等 の研究者を送り出して い た o
く4儀 食料学学校 - と再 編 され た ロ イヤ ル科 学 カ
レ ッ ジ時代 く18 81年 - 1896科 の 付設 ロ イヤ ル 鉱
山学校 に つ い て は, 鉱山学, 冶金学を専攻する正
規 コ ー ス の 学生 で は , 技術 者 の 比率が81.4%と,
技術者養成機関として の 性格をさらに強 め , しか
も技術者の75.2%が 海外勤務 で , 中で も南ア が 群
を抜 い て多く, 中南米, 選一ージア, 欧州 , 北 米. 秦
州 と続くo 海外に 出て い っ た者 の多くは金鉱山関
係で, さ な が ら金鉱山技師養成所 の観を呈した o
鉱 山学 , 冶金学の 聴講生 に つ い て もほ ぼ 同じ傾向
が み られ る o ロ イ ヤ ル鉱山学掛ミi1国内の 鉱山地
域 か ら の 要望 を背景 に 設立され た に もか か わら
ず, 実際に は 備 に世紀末 に か けて1 , イ ギリ ス
帝国主義の 対外拡張政策 の 下 で , 南ア フ リ カ, 中
南米, ア ジ ア な ど の , 金を中心 とする鉱物資源 の
収奪の 尖兵 の 役割を果 たした鉱山技師を多数送り
出して い っ た の で あ っ た o
c5偲食料学学校 として の ロ イヤ ル 科 学 カ レ ッ ジ
の 正規 コ ー ス の 学 生に つ い て は, 専攻 によ る多少
の 違 い は あ る もの の , 捻 計 で は, 技術 者20.7%に
対して , 教 育 . 研 究職77.2% と, 教育
. 研究職 の
比率が高く, そ の 中 で も, 高等教育機関
一 専 門教
育機関 の26.9%に 対して , 中等教育レ ベ ル が32.4
% と や や上回 っ て い る の が特徴であ るo 各分野 で
の 研究者養成 と合 わ せ て , 1881年 の 再編 の ね ら い
通り, ま だ数は少ない と は い え, 高 度 の 科学的訓
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練を受け た科学教具を中等教育 レ ベ ル に 一 定数送
り出すこ と に 成功し て い るo 聴 講生 に つ い て は ,
力学, 物理学, . 農 学専攻者 は ほ と ん ど なく, 化 学
に つ い て も正規 コ ー ス に 比 重 が移 っ て い た が, 地
質学 で は 正 規 コ ー ス と ほ ぼ 同数 の , 生物 学 で は 4
割 の 聴講生を受け入れ て い た o 技術 者 が か なり の
比率を占め て い た化学と地質学も含 め , 研 究者養
成的機能カでその 重要な機能であ っ た o
註
い r19世紀英E引こお け る国立科学学校 の 設 立 と
発展 一 政府 立 鉱山 . 応 用科学学校か ら ロ イヤ
ル科 学 カ レ ッ ジ ー ロ イ ヤ ル 鉱 山学校 へく1h F哲
学論 集A 第34号, 1988年, 46- 61頁o r1 9世 紀
英国に お け る国立科学学校 の 設立 と発展 - 政
府立 鉱山 . 応用 科学学校 から ロ ン ドン . ロ イヤ ル
科 学 カ レ ッ ジ - 軌 r同軌 F富山大学教育学部
紀要A 第38号, 199 0年, 29 - 41頁, お よ び 第39
号, 1991年, 4 3- 5 6頁.
21 T.G. C ha mbers, Register of the Ass ociates
a nd Old Stude nts of the Royal College of
t
Che mist73,, the Royal School of M in es, a nd
the Royal College of Science, 189 6.
31 List of Matric ulated Stude nts a nd As so.
ciates of the Royal Scho ol of M in es a nd
RoyalCollege ofScienc edu ring ea ch s e sio n
since 18 51. Ubid. , p p. 1 87-99.1
4J M . Reeks, Registe r of the Ass o ciates a nd
OldStude nts ofthe Royal Scho ol of M in es,
a nd H isto ry, 1 920.
5ン CharlesTo okeyで, 18 70年 - 74年 の 間 大阪
造幣寮に勤務 とあ る が , 武 内博編 F来 日西洋人
名事典A 日 外 ア ソ シ エ イ ツ , 1 983年 に は 記載さ
れ て い ない o
61 E dw ard Divers で, 1873年来 日 し, 工 部 大
学校で化学を教えた後, 18 86年 か ら東京帝国大
学化学教授, 1899年帰国 く前掲書 2 15頁lo
71 学会 . 協会 と専門職団体 の 区分 は , 前者を ミ
ラ ー ソ シ の い う非資格付与団体, 後者を資格付
与団体 とし た くG. M ille rs o n, The Qu ahfying
As so ciatio n s, 1964, Ap pe ndix I, II.1
8J E. D illonく1 873年 - 7 8年在 郎 と W .Go wla nd
く18 72年 - 8 8年在 引く前掲 犠 日西洋人名車熟
74頁l で , ど ち らも大阪造幣寮 で技術指導にあ
た っ た o ガ ウ ラ ン ドは 在 日中古墳 の 研究を行
い
,
r日 本考古学 の 父J と 呼 ば れ た 他, 日 本ア
ル プ ス の 命名者とし ても知られ, 最初 に 立山に
登 っ た外国人 と い わ れ る く高瀬重雄 rウイ リア
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